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　９月９日、小国小学校で運動会が開催されました。
　秋晴れの空の下、子どもたちは元気に競技や応援に取り組んでいました。
　３・４年生の団体競技である「タイフーン」は、４人１組または３人１
組のチームで協力しながら、棒を持ってコース上に設置されたコーンを回
転し、どちらが速く次の走者に棒を渡してゴールするかを競うもので、参
加した子どもたちはみんな、全力で挑んでいました。
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小
国
の
秋
の
味
覚
や
観
光
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
道
の
駅
白
い
森
お

ぐ
に
を
会
場
に
、「
秋
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
テ
ン
ト
市

で
の
特
産
品
の
販
売
、
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
や
小
国
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
風
の
飾
り
つ
け
も
行
い
ま

す
。
仮
装
で
ご
来
場
い
た
だ
い
た

か
た
に
は
先
着
で
さ
さ
や
か
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
仮
装
で
ご
来
場
い
た
だ
き
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
ほ
か
、
広
報
６
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
白
い
森
お
ぐ
に
ス
イ

セ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
３
も

同
日
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
家
庭

に
ス
イ
セ
ン
の
球
根
が
あ
る
か
た

は
、
当
日
会
場
に
お
持
ち
い
た
だ

き
、
こ
ち
ら
で
準
備
す
る
球
根
と

合
わ
せ
て
、
植
栽
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
29
日
㈰
は
、
道
の
駅
白
い

森
お
ぐ
に
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

東北芸術工科大学 プロダクトデザイン演習　家具デザイン発表会を開催しました

　９月３日㈰におぐに開発総合センターにおいて、

東北芸術工科大学の学生による家具のデザイン発表

会を開催し、町民を含め21人が参加しました。

　学生たちが小国町の３歳児に向けて制作した家具

は、一つ一つが斬新で面白く、実用性を兼ね備えな

がらバラエティに富んでいました。

　これらの作品は９月26日㈫までショッピングセン

ターアスモのイベントスペースにも展示し、それぞ

れの作品へのコメントも多く寄せられました。

10/29（日）10:00～

道の駅　白い森おぐに　秋まつり！！

秋まつり秋まつり道の駅白い森おぐに道の駅白い森おぐに

白い森おぐに
スイセン

プロジェクト
　10：00集合
　あいあい裏の芝広場

特産品テント市
9：00～

　小国産きのこ
　やまがた地鶏
　玉こん　等

おぐに鍋振る舞い
11：00～

　　　数量限定
　無くなり次第終了
　となります。

10/29（日）

木工ワークショップ
11：00～

　木の小物作り体験！
　木工品の販売も

道の駅
白い森おぐに

会場

ステージ
パフォーマンス

 午後
・peakキッズダンス
・小国中学校吹奏楽部　　
　withおぐに吹奏楽団

※当日とイベント内容が異なる場合がございます。ご了承ください。

仮装してご来場の方には先着でプレゼント！

ハロウィンイベント開催！
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「地域おこし協力隊として着任しました」

　　　地域おこし協力隊　宮﨑　陸

　千葉県八千代市からきました、宮﨑陸です。

　この度、森林活用部門の地域おこし協力隊として

小国町に来ました。

　趣味はキャンプで自然がとても好きです！

　小国町では一度りふれキャンプ場に行き、初めて

川の近くでキャンプをしていい思い出を作ることが

できました。また、最初に小国町に来た時は熊まつ

りの日で、初めて熊肉を食べました。おいしすぎて

次も早く食べたい気持ちでいっぱいです。

9090

　地域おこし協力隊として小国町の自然の良さや四季折々の景色など、自然豊かで魅力的であ

るという事をSNSを通じて発信していきたいと思っています。まだ小国町にある文化や歴史な

どわからないところがたくさんありますので、是非教えてください！

ＯＧＵＮＩ ＴＯＷＮ ＷＡＬＫＩＮＧＯＧＵＮＩ ＴＯＷＮ ＷＡＬＫＩＮＧ

　皆さん、９月９日に小国町を練り歩く変な集団を見ま
せんでしたか？
　それは、我々小国町の協力隊です。
　小国町の良さを再発見したい、地域の温かさを発信し
たい、隊員のことを知ってほしいなどの気持ちを込めて、
約43kmの道のりを14時間かけて歩きました。
　これを企画したときは、１人で完走するつもりでした
が、地域おこし協力隊の皆が協力してくれました。
　皆で見た樽󠄀口峠は絶景そのもの。ゴールの瞬間は感動。
　絶景までの道のりも、ゴールまでの道のりも１人では
たどり着けなかったかもしれません。
　１人よりも２人、２人よりも３人と協力する大切さを
実感した１日でした。
　つながる大切さを知ったからこそ、我々協力隊が小国
町の点と点をつなぐ役割を担いたいと思います。
　これからもよろしくお願いいたします！

緑のふるさと協力隊　川添　翔大
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健康づくりのススメ
～いつまでも元気で過ごすために～

高
齢
社
会
と
健
康
寿
命

　本町では「町民が生涯を通し自分らしく健やかに生活できること」を基本理念として平
成15年に第１期小国町健康増進計画を策定し、その後、５年に一度改定をしています。現
在は、平成31年３月に策定した第４期小国町健康増進計画に基づき、「生活習慣の改善」、
「生活習慣病の発症と重症化の予防」、「地域で支える健康づくり」を推進しています。
　今回は生涯を健やかで自分らしく元気に暮らすための取り組みについて紹介するとと
もに、健康づくりやフレイル予防について考えます。

平均寿命の比較（令和２年）

（都道府県別生命表）

　

本
町
で
は
、
平
成
15
年
の
第
１

期
小
国
町
健
康
増
進
計
画
策
定

後
、
計
画
に
基
づ
き
、
目
標
等
を

定
め
て
地
域
の
介
護
予
防
の
充
実

や
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
状
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
課

題
と
し
て
き
た
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
の
定
着
や
が
ん
検

診
に
お
け
る
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の

受
診
率
向
上
、
幼
児
期
の
う
歯
保

有
率
低
下
等
、
改
善
が
見
ら
れ
る

も
の
が
あ
る
一
方
で
、
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
に
よ
り
、
健
康
に
不

安
や
課
題
を
抱
え
る
か
た
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
し
、
さ
ら
に
充
実
し

た
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
、
町
で
は
現
在
、
第
５

期
の
小
国
町
健
康
増
進
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
の
平
均
寿
命
は
全

国
や
県
と
比
較
し
て
若
干
低
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
男
女
と

も
に
80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
率
は
令
和
５
年
４
月

で
41
・
８
％
と
県
内
で
も
高
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
に
突
入
し
た
今
、
重

要
と
な
る
の
が
健
康
寿
命
で
す
。

健
康
上
の
問
題
が
な
く
日
常
生
活

を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
を
い
い
、

山
形
県
の
健
康
寿
命
は
令
和
元
年

の
数
値
で
男
性
72
・
62
歳
、
女
性

75
・
67
歳
と
平
均
寿
命
と
の
差
は
、

そ
れ
ぞ
れ
約
９
年
、
約
12
年
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
介
護

な
ど
支
援
が
必
要
な
状
態
と
な
り

ま
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

差
を
縮
小
し
、
健
康
で
過
ご
せ
る

期
間
を
延
ば
す
こ
と
が
、
今
後
さ

4



特集　 健康づくりのススメ　～いつまでも元気で過ごすために～

ウォーキングを楽しむ伊藤さん

　

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
と
は
健
康

な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間
の

段
階
の
こ
と
で
あ
り
、
身
体
的
、

精
神
・
心
理
的
、
社
会
的
と
い
っ

た
複
数
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
可
逆
性
と
い
う
特
性
が

あ
り
、
自
分
の
状
態
と
向
き
合
い
、

予
防
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
そ

の
進
行
を
緩
や
か
に
し
、
健
康
に

過
ご
し
て
い
た
状
態
に
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

精
神
・
心
理
的
フ
レ
イ
ル
や
社

会
的
フ
レ
イ
ル
は
、
定
年
退
職
や

親
し
い
人
と
の
死
別
、
加
齢
に
よ

り
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
こ

と
な
ど
で
生
じ
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
日
常
の
活
動
量
が
減
少

し
、
食
欲
低
下
や
筋
力
低
下
、
う

つ
状
態
や
軽
度
の
認
知
症
状
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
な
ど
多
様
な
症
状

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

身
体
的
フ
レ
イ
ル
は
、
加
齢
等

に
よ
る
移
動
機
能
の
低
下
や
、
筋

肉
が
衰
え
た
状
態
な
ど
を
指
し
ま

す
。
筋
力
低
下
は
ひ
ざ
や
腰
の
痛

み
の
ほ
か
転
倒
を
引
き
起
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
転
倒
、
骨
折
し

た
こ
と
が
原
因
で
自
力
で
の
歩
行

が
困
難
に
な
り
介
護
が
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
注
意
が
必
要
で

す
。
歩
行
が
困
難
に
な
る
と
気
軽

に
外
出
で
き
ず
、
行
動
範
囲
が
狭

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
人

と
の
交
流
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
、
精
神
・
心
理
的
フ
レ
イ
ル

や
社
会
的
フ
レ
イ
ル
が
生
じ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
は
生
活
習
慣
と

結
び
つ
い
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
で
の
栄
養
摂
取
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
筋
ト
レ
と
い
っ
た
身

体
活
動
（
運
動
）、
趣
味
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
社
会
参
加
を

　

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
お
ぐ
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｙ
ｕ
ｉ
（
舟
山
孝
夫
理
事
長
）
が

実
施
し
て
い
る
「
き
が
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
力
で
歩

行
で
き
る
期
間
の
延
長
、
歩
く
た

め
の
筋
力
づ
く
り
、
運
動
の
習
慣

化
等
を
目
的
に
週
２
回
、
水
曜
日

と
金
曜
日
に
小
国
町
多
目
的
屋
内

運
動
場
あ
い
べ
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

あ
い
べ
を
30
周
か
ら
40
周
、
歩

数
に
し
て
６
０
０
０
歩
か
ら
７
０

０
０
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
も
の

で
、
参
加
者
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
き
ま
す
。

　

参
加
者
の
年
齢
層
は
60
代
か
ら

80
代
で
、
90
代
の
か
た
が
参
加
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も

だ
れ
で
も
参
加
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
初
め
て
参
加
す
る
か
た
に
は

Ｙ
ｕ
ｉ
の
ス
タ
ッ
フ
が
歩
行
時
の

姿
勢
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
の

使
い
方
等
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
歩
行
時
の
姿
勢
が

良
く
な
る
、
つ
ま
づ
き
が
な
く
な

る
と
い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

開
始
当
初
か
ら
き
が
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
る
伊
藤
ウ

メ
子
さ
ん
（
緑
町
）
に
そ
の
理
由

を
う
か
が
う
と
、「
自
分
の
身
体

は
自
分
で
守
り
た
い
と
思
い
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
歩
き
方

を
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
姿
勢

よ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

参
加
者
の
か
た
も
い
い
人
ば
か
り

で
、
毎
回
皆
さ
ん
に
会
う
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
し
、
元
気

フ
レ
イ
ル
と
は

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
く

ら
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
で
あ

る
健
康
日
本
21
（
第
三
次
）
で
も

健
康
寿
命
延
伸
が
重
要
な
目
標
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
課
題
と
し
て

フ
レ
イ
ル
対
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

三
位
一
体
で
行
う
こ
と
が
効
果
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

広報おぐに　2023.10
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特集　 健康づくりのススメ　～いつまでも元気で過ごすために～

　

精
神
・
心
理
的
フ
レ
イ
ル
や
社

会
的
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
他
者
と
交
流
し
集
え
る
場

が
重
要
で
あ
り
、
町
で
実
施
し
て

い
る
介
護
予
防
教
室
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
、
閉

じ
こ
も
り
予
防
の
た
め
、
月
に
２

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ

た
運
動
の
ほ
か
、
年
に
３
回
、
介

護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
関
す
る

講
話
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

藤
田
明
美
さ
ん
（
小
玉
川
）
を

講
師
に
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
認

知
症
予
防
に
つ
な
が
る
指
先
の
体

操
、
肩
こ
り
や
腰
痛
、
膝
の
痛
み

に
効
果
が
あ
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
な
が
ら
、
楽
し
く
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
新
た
な
友
達

が
で
き
、
教
室
に
行
く
こ
と
が
楽

し
み
に
な
っ
て
い
る
」、「
教
室
で

聞
い
た
健
康
に
つ
い
て
の
話
が
お

茶
飲
み
の
と
き
の
会
話
の
タ
ネ
に

な
っ
て
い
る
」、「
こ
こ
に
き
て
み

ん
な
と
話
す
こ
と
で
刺
激
を
も
ら

え
る
。
次
の
動
き
を
考
え
な
が
ら

運
動
す
る
こ
と
で
脳
の
体
操
に
も

な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
話
が
聞

か
れ
、
運
動
だ
け
で
は
な
く
、
参

　

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ほ
か
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
も
重
要
で
す
。
健
康

日
本
21
（
第
三
次
）
で
は
健
康
づ

く
り
の
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
取
っ
て
い
る
人
の
増
加
や

塩
分
摂
取
量
の
改
善
が
目
標
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
で
も
幼
児
期
か

ら
の
正
し
い
食
習
慣
の
定
着
を
目

指
す
と
と
も
に
、
減
塩
や
野
菜
摂

取
量
の
増
加
等
、
食
に
よ
る
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
は
小
国
町
食

生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会（
小

嶋
信
子
会
長
）
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
、「
私
達
の
健
康
は

私
達
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、
食

を
通
じ
た
家
庭
や
地
域
の
健
康
づ

く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
正
し
い
食
習
慣
を
普
及
す

る
た
め
の
料
理
教
室
や
幼
児
を
持

つ
保
護
者
に
対
す
る
食
育
活
動
の

ほ
か
県
の
受
託
事
業
と
し
て
若
者

世
代
・
働
き
世
代
・
高
齢
世
代
に

対
す
る
健
康
的
な
食
生
活
の
普
及

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
開
催
す
る
食
の
イ

ベ
ン
ト
に
対
す
る
助
言
や
協
力
、

レ
シ
ピ
の
提
案
等
も
行
っ
て
お
り
、

10
月
14
日
に
開
催
さ
れ
る
健
康
ま

つ
り
で
も
フ
レ
イ
ル
予
防
を
テ
ー

マ
に
高
た
ん
ぱ
く
・
低
カ
ロ
リ
ー

の
献
立
の
提
案
や
試
食
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
を
行
う
予
定
で
す
。

運動とおしゃべりを楽しむ参加者

小国町食生活改善推進協議会の皆さん

楽
し
く
交
流
す
る
場
と
し
て

 

正
し
い
食
習
慣
の
普
及
を

　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
運
動
す
る
場

を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
参

加
者
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ

て
お
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

加
者
同
士
の
交
流
が
楽
し
み
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
地
区
で
開
催
さ

れ
て
い
る
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
集
ま
り
、
近
所
と
の
お
茶
飲
み

な
ど
人
と
の
つ
な
が
り
を
増
や
す

こ
と
が
、
健
康
を
保
つ
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。

広報おぐに　2023.10
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特集　 健康づくりのススメ　～いつまでも元気で過ごすために～

令和５年度小国町健康まつり

■日時　10月14日㈯　９時30分～12時

■会場　健康管理センター　森・風のホール

■対象　年齢不問

　　　　若者世代、働き世代のかたもぜひご参加ください！

■内容　①講演「サルコペニア・フレイル予防」

　　　　　講師　新潟リハビリテーション大学

　　　　　　　　教授　髙橋　明美　氏

　　　　②筋肉量測定検査・握力検査

　　　　　専用の機器で現在の筋肉量を測定できます。

　　　　③フレイル予防のための食事・試食コーナー

　　　　　高たんぱく・低カロリーな献立を提案します。

　　　　④健康相談コーナー

■申込・問合先　健康福祉課地域保健担当（☎61-1000）へ

※サルコペニアとは

　老化等に伴い、筋肉の量が減少していく現象で、高齢者の活動能力

低下の大きな原因となっています。筋力・筋肉量向上のためのトレー

ニングを行うことで進行の程度を抑えることができます。

料理が好きなかた
食生活や栄養について学びたいかた

食生活改善推進員に

なってみませんか

　食生活改善推進員は、食に関する

ボランティア活動を通じて、地域の

健康づくりに貢献しながら、自分や

家族の健康づくりに役立つバランス

の取れたレシピや減塩等についての

正しい知識を身につけることがで

き、新たな仲間づくりもできます。

　推進員になるためには食生活改善

推進員養成講座の受講が必要となり

ますので、興味があるかたは下記ま

でお問合せください。

■問合先　健康福祉課地域保健担当

　（☎61-1000）へ

　

健
康
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
生
活
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は

日
々
の
食
事
に
興
味
を
持
つ
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

協
議
会
が
実
施
す
る
料
理
教
室
や

啓
発
活
動
で
は
、
正
し
い
食
習
慣

や
減
塩
等
の
食
に
つ
い
て
の
知
識

を
普
及
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ

り
楽
し
く
、
食
に
対
し
て
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
小
国
町
な
ら
で
は
の

食
材
の
食
べ
方
や
郷
土
料
理
等
を

取
り
上
げ
、
地
域
の
食
に
つ
い
て

伝
え
た
り
、
参
加
者
が
食
事
や
調

理
方
法
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、

自
身
や
家
族
の
食
事
に
つ
い
て
考

え
、
よ
り
良
い
食
生
活
を
送
る
た

め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
機
会
を
提
供
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

協
議
会
が
主
催
す
る
料
理
教
室

は
月
に
１
回
、
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
申

込
み
等
は
健
康
福
祉
課
地
域
保
健

担
当
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

自
分
や
家
族
の
食
生
活
を
見
直
し

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
フ
レ
イ
ル
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
だ
若
い
か
ら

大
丈
夫
だ
と
思
わ
ず
、
早
め
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

筋
肉
量
の
減
少
は
25
歳
か
ら
30

歳
頃
か
ら
進
行
す
る
た
め
、
若
い

頃
か
ら
の
運
動
習
慣
の
定
着
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
る

こ
と
が
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

効
果
的
で
す
。
ま
た
、
地
域
活
動

や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
等
へ
参
加
し

社
会
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
生

き
と
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
生
涯
健
や
か
に
暮
ら
す
た
め

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

 

い
つ
ま
で
も

　
　
　
健
康
で
い
る
た
め
に

た
い
、
食
を
通
し
て
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
か
た

は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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自主財源自主財源
29.1％29.1％

依存財源依存財源
70.9％70.9％

町税　14.9％町税　14.9％
11億9,398万５千円11億9,398万５千円

財産収入　0.4％財産収入　0.4％
3,079万６千円3,079万６千円

使用料・手数料　0.9％使用料・手数料　0.9％
7,203万５千円7,203万５千円

繰入金　3.5％繰入金　3.5％
２億7,960万５千円２億7,960万５千円

諸収入　0.5％諸収入　0.5％
3,635万７千円3,635万７千円

その他　8.9％その他　8.9％
７億2,078万５千円７億2,078万５千円

地方交付税　46.8％地方交付税　46.8％
37億5,302万９千円37億5,302万９千円

国庫支出金　11.4％国庫支出金　11.4％
９億1,592万７千円９億1,592万７千円

町債　5.4％町債　5.4％
４億3,090万円４億3,090万円

県支出金　3.9％県支出金　3.9％
３億1,120万４千円３億1,120万４千円

その他　3.4％その他　3.4％
２億8,297万２千円２億8,297万２千円

　令和４年度一般会計と企業

会計、特別会計の決算が９月

15日、小国町議会９月定例会

で認定されました。一般会計

歳入総額は80億2,759万５千

円、同会計歳出は73億4,271

万７千円となり、翌年度へ繰

り越すべき財源を除いた実質

収支は５億1,073万３千円の黒

字となりました。各会計の決

算状況をお知らせします。

一般会計歳入　80億2,759万５千円

（前年度比0.5％増）

　人口減少や少子高齢化の影響によ

り、納税義務者は減少しましたが、中

核企業の業績が引き続き好調であり、

大型の設備投資が進んだことから法人

町民税や固定資産税が増収となり、町

税全体では、対前年度比7.5％の増と

なりました。

　地方交付税は、特殊要因に対して交

付される特別交付税が豪雨・豪雪の影

響により８億498万５千円で、対前年

度比56.5％の増額となりました。

　国庫支出金は、豪雨災害に係る公共

土木施設災害復旧事業費国庫負担金等

が増加しましたが、地方創生テレワー

ク交付金等を活用した事業の完了や新

型コロナウイルスワクチン接種の事業

量の減少等により対前年度比7.7％減

の９億1,592万７千円となりました。

　普通建設事業等に充当した町債は、

償還財源として交付税措置のある有

利な起債の活用に努め、過疎対策事業

債等を発行し、対前年度比31.5％減の

４億3,090万円となりました。

　歳入総額は、対前年度比0.5％増の

80億2,759万５千円となりました。

入ってきたお金入ってきたお金

 特別会計・企業会計
 の決算状況

■簡易水道事業特別会計

収入　8,361万１千円

支出　3,437万３千円

■国民健康保険事業特別会計

収入　７億7,035万３千円

支出　６億4,234万６千円

■部落有財産特別会計

収入　9,926万８千円

支出　 218万２千円

■下水道事業特別会計

収入　４億5,322万８千円

支出　４億4,815万５千円

■訪問看護特別会計

収入　7,138万９千円

支出　6,821万６千円

■介護保険特別会計

収入　10億8,804万２千円

支出　10億6,924万７千円

■後期高齢者医療特別会計

収入　１億1,910万４千円

支出　１億1,142万１千円

■病院事業会計

事業収益　10億8,679万円

事業費用　10億3,828万３千円

■老人保健施設事業会計

事業収益　３億8,142万８千円

事業費用　３億4,478万９千円

■水道事業会計

事業収益　１億1,347万６千円

事業費用　１億3,585万７千円

■工業用水道事業会計

事業収益　１億818万８千円

事業費用　１億776万４千円

 決算報告　
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義務的経費義務的経費
34.0％34.0％その他の経費その他の経費

57.5％57.5％
投資的経費投資的経費

8.5％8.5％

人件費　14.0％人件費　14.0％
10億3,055万６千円10億3,055万６千円

扶助費　7.2％扶助費　7.2％
５億2,895万３千円５億2,895万３千円

公債費　12.8％公債費　12.8％
９億4,148万８千円９億4,148万８千円

普通建設事業　5.3％普通建設事業　5.3％
３億8,862万６千円３億8,862万６千円

災害復旧事業　3.2％災害復旧事業　3.2％
２億3,130万４千円２億3,130万４千円

物件費　13.9％物件費　13.9％
10億2,043万６千円10億2,043万６千円

維持補修費　8.8％維持補修費　8.8％
６億4,305万６千円６億4,305万６千円

補助費等　22.1％補助費等　22.1％
16億2,048万７千円16億2,048万７千円

その他　12.7％その他　12.7％
９億3,781万１千円９億3,781万１千円

指　標 比率（単位％）

実質赤字比率
一般会計の赤字の大きさを財政規模に
対する割合で表したもの

小 国 町 ―

早 期 健 全 化 基 準 15.00

財 政 再 生 基 準 20.00

連結実質赤字比率
町の全会計の赤字の大きさを財政規模に
対する割合で表したもの

小 国 町 ―

早 期 健 全 化 基 準 20.00

財 政 再 生 基 準 30.00

実質公債費率
町の借入金の返済額の大きさを財政規模
に対する割合で表したもの

小 国 町 12.5

早 期 健 全 化 基 準 25.0

財 政 再 生 基 準 35.0

将来負担率
町の現在抱えている負債の大きさを財政規模
に対する割合で表したもの

小 国 町 60.3

早 期 健 全 化 基 準 350.0

財 政 再 生 基 準 ―

■健全化判断比率の状況
　令和４年度一般会計決算に基づく財政の健全化判断基準
は、下表のとおりです。比率が早期健全化基準、財政再生
基準を超えると、それぞれの財政健全化計画、財政再生計
画の策定が義務づけられます。表中のいずれの指標におい
ても、財政悪化の判断基準に達していません。

■資金不足比率の状況
　公営企業の経営健全化を示す指標で、資金

の不足額を営業収益で除した値となります。

本町では、病院事業、水道事業、工業用水道

事業、老人保健施設事業、簡易水道事業、下

水道事業の６会計が対象になります。令和４

年度決算について、資金の不足額が発生する

会計はありませんでした。

令和４年度               
一般会計歳出　73億4,271万７千円

（前年度比2.3％減）

　義務的経費については、人件費は対

前年度比2.9％の減となりました。扶助
費は、住民税非課税世帯等および子育
て世帯に対する臨時特別給付金事業が
終了したことから、対前年度比17.4％、
１億1,124万７千円の減額となりまし
た。
　投資的経費は、対前年度比1.4％、853
万２千円の増額となりました。普通建
設事業では、道の駅機能拡充事業、町
道長者原内川線道路整備事業、町道橋
補修事業、町道道路照明灯ＬＥＤ更新
事業などを継続して実施したほか、町
営バス、スクールバス、消防車両の更
新、役場庁舎における防災機能強化の
ためのエレベータ改修等を実施しまし
た。災害復旧事業では豪雨により被災
した農林業施設及び町道等災害復旧事
業を実施しました。
　また、各基金については、利子積み立
てを図るとともに、財政調整基金、減債
基金、除雪対策基金、白い森ふるさと応
援基金、森林整備等促進基金の原資積み
立てを行いました。
　歳出総額は、対前年度比2.3％減の73
億4,271万７千円となりました。

使ったお金使ったお金

主な基金の積立状況主な基金の積立状況 名　称 基金の残高 対前年度増減額

財政調整基金 ８億9,931万円 １億７千円

減債基金 １億4,110万円 589万５千円

その他特定目的基金 ６億4,489万２千円 477万８千円

合計 16億8,530万２千円 １億1,068万円

　除雪対策基金や白い森ふるさと応援基金等を
各種施策事業に活用したほか各種基金等へ原資
積立を行いました。その結果、残高は16億8,530
万２千円となり、前年度から１億1,068万円増加
しました。
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　第59回小国町高齢者顕彰式が、９月15日、
おぐに開発総合センターで開催されました。
米寿を迎えられたかた16人（対象90人）と喜
寿を迎えられたかた27人（対象119人）が出席
し、町長の式辞の後、町からの記念品が贈ら
れました。出席者を代表し原田憲一郎さん（越
中里）からは「今後、より一層健康に留意し、
地域とともに生きていきたい」とあいさつが
ありました。
　また、アトラクションとして白百合保育園
（舟山まさ園長）の鼓笛隊による演奏と峰鷺会
（豊嶋才子代表）のかたがたによる踊りが披露
されました。

長寿のお祝い長寿のお祝い

第59回小国町高齢者顕彰式第59回小国町高齢者顕彰式

　第62回山形県少年の主張小国地区大会が、８月29
日に小国小学校多目的ホールで開催されました。町
内各中学校から計４人が出場し、小国中学校３年の
井上幸音さんが最優秀賞に選ばれました。
　井上さんは９月15日に開催された置賜地区大会に
出場し、自分の想いを堂々と発表していました。

■最優秀賞

小国中学校３年　井上幸音さん　演題　一つの麦の穂として～私の決意～

■優秀賞

小国中学校２年　曽根原昊さん　演題　進むべき『普通』

叶水中学校１年　野崎晴木さん　演題　「アイ」を育てる

小国中学校３年　平田暖真さん　演題　小さな僕から大きな世界へ

第62回山形県少年の主張小国地区大会第62回山形県少年の主張小国地区大会

日々抱いている思いを言葉に日々抱いている思いを言葉に

　９月14日、小国町グラウンド・ゴルフ協会（米
野義一会長）主催の第３回町長杯グラウンド・
ゴルフ大会が開催され、31名のかたが参加し
ました。開会式の後、仁科町長と米野会長に
よる始球式が行われ、その後、８ホールに分
かれて競技が始まりました。
　米野会長は「今後も可能な限りこの大会を
開催していきたい」と次回以降に向けた抱負
を語ってくださいました。

第３回町長杯グラウンド・ゴルフ大会第３回町長杯グラウンド・ゴルフ大会

晴天の下、プレーを楽しむ晴天の下、プレーを楽しむ

▲写真左２人目から
　野崎晴木さん、平田暖真さん、井上幸音さん、曽根原昊さん

▲米寿の出席者を代表して渡部鍊太郎さん（東原）に町長か
　ら記念品が贈呈されました。
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小中学校大運動会小中学校大運動会

暑さに負けず練習の成果を発揮暑さに負けず練習の成果を発揮

　９月18日、小国町新社会人交流会が開催さ

れ、今年度採用された新社会人19人が参加し

ました。これは町内事業所等に就職した新社

会人が同世代間での親睦を深めるもので、４

年ぶりの開催となります。

　当日は、温身平を森林セラピーアテンダン

トの案内で散策した後、セラピー弁当や芋煮

を楽しみました。

小国町新社会人交流会小国町新社会人交流会

森林セラピーを体験森林セラピーを体験

　８月下旬～９月中旬にかけて各小中学校で運動
会が開催されました。例年よりも暑い日差しのな
か、休憩や水分補給などの熱中症対策をとりつつ
熱戦を繰り広げていました。
　小国中学校では赤組、青組による熱い応援合戦
が繰り広げられ、日頃の練習の成果を発揮してい
ました。

小国中学校

小国小学校

叶水小中学校 叶水小中学校
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挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㉙
～

！！

白
い
森
未
来
探
究
学　

　
　
　

３
年
地
域
構
想
学
「
町
役
場
職
員
と
語
る
会
」

新たな地域おこし協力隊（留学生アシスタント）が着任しました
　はじめまして！小国高校の留学生アシスタントとして着任しました中村
史龍です。今まで４年間台湾の大学に通っていて、今年の６月に卒業しま
した。私も365留学の皆さんと同じく「留学」という経験をしているので親
元をはなれて小国に来ている高校生たちの楽しさや不安はわかるつもりで
す。彼ら彼女らみんなが楽しい生活を送れるように、優しく、時には厳し
くサポートしていきたいと思います。
　また私自身も雪国である小国町で暮らすのは初めてなので、皆さんに冬
の暮らしを教えていただきながら、地域のイベントなどにも積極的に参加
していきたいです。 中村史龍隊員

　

８
月
29
日
㈫
、
お
ぐ
に
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、「
町
役
場
職
員
と
語

る
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
署
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
役
場
職
員
の
か
た
に
、
業
務

内
容
、
現
状
、
課
題
を
聞
き
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
各
部

署
の
テ
ー
マ
を
軸
に
「
あ
り
た
い
未

来
」
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
地
域
構
想
学
は
こ
の

「
町
役
場
職
員
と
語
る
会
」
を
皮
切

り
に
、
12
月
の
発
表
に
む
け
て
「
５

年
後
の
未
来
」
を
構
想
し
て
い
き
ま

す
。

■
教
育
振
興
課
の
テ
ー
マ
『（
地
元

生
も
留
学
生
も
）
卒
業
し
て
か
ら
も

小
国
高
校
・
小
国
町
と
の
関
係
を
つ

な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
は
？
』
を
考
え

た
生
徒
の
声

　

「
小
国
か
ら
離
れ
て
い
て
も
つ
な

が
り
を
持
ち
続
け
る
の
は
簡
単
で

は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
小
国
町

が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
考
え
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、

今
後
、
自
分
な
り
に
将
来
を
見
据
え

な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
て

い
き
ま
す
」

　

ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
体

育
館
を
投
票
所
と
す
る
第
４
投
票

区
が
第
１
投
票
区
に
統
合
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
11
月
１
日
以

降
に
執
行
さ
れ
る
選
挙
よ
り
、
第

４
投
票
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
投
票
所
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

〈これまで〉　第４投票所　クアーズテック株式会社体育館

［対象地区］　田沢頭、西、幸町、北、旭町、小芦、

　　　　　　西勤労者住宅

↓
〈今　　後〉　第１投票所　小国町役場

［対象地区］　坂町、本町、田沢頭、西、幸町、北、

　　　　　　旭町、小芦、西勤労者住宅

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
62-

２
１
１
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て
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令
和
５
年

令
和
５
年  

第
７
回　

小
国
町
議
会
定
例
会

第
７
回　

小
国
町
議
会
定
例
会

　

令
和
５
年
第
７
回
小
国
町
議
会

定
例
会
が
９
月
５
日
か
ら
15
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、

令
和
４
年
度
各
会
計
の
決
算
な
ど

が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に

３
億
７
９
３
７
万
６
千
円
を
追
加

　

子
育
て
世
帯
の
食
費
負
担
軽
減
、

新
規
就
農
や
農
業
生
産
の
効
率
化

を
図
る
取
り
組
み
へ
の
助
成
、
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
や
観
光
交
流
施

設
等
の
修
繕
の
ほ
か
、
町
内
中
核

企
業
に
対
す
る
工
業
用
水
道
料
金

の
支
援
、
除
雪
対
策
基
金
へ
の
積

み
増
し
、
除
雪
機
械
の
修
繕
料
な

ど
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
、
66
億
８
０
６
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
操
作
端
末
の
増
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

に
よ
り
、
今
後
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
窓
口
手
続
き
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
対
応
の
円
滑
化
に
向

け
て
操
作
端
末
を
増
設
す
る
こ
と

と
し
、
所
要
額
を
追
加
し
ま
し
た
。

投
票
区
統
合
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修

　

14
箇
所
設
定
さ
れ
て
い
る
投
票

区
の
う
ち
、
第
４
投
票
区
に
お
い

て
投
票
所
に
適
し
た
施
設
の
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
期
日
前
投
票
が
普
及
し
、
相

対
的
に
当
日
投
票
者
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
１
投
票
区

に
統
合
す
る
こ
と
が
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行

を
確
保
す
る
た
め
、
選
挙
シ
ス
テ

ム
の
改
修
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
を
支
援

　

物
価
高
騰
に
よ
る
食
費
の
増
加

が
家
計
を
圧
迫
し
や
す
い
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
と
町
内
産
米
の

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
国

の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
て
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
一
人
あ
た
り
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

町
内
産
米
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、

所
要
額
を
追
加
し
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
支
援

　

農
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た

め
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、
新
規

就
農
者
２
名
に
対
し
て
、
農
業
機

械
導
入
費
を
補
助
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
こ
の
う
ち
の
１
名
に
対

し
て
、
経
営
開
始
資
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
分
の
補
助
金
と
し
て
、
所

要
額
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　工

業
用
水
道
料
金
の
一
部
を
支
援

　

本
町
中
核
企
業
の
経
営
基
盤
の

安
定
化
と
持
続
的
な
雇
用
の
確
保

等
の
た
め
、
工
業
用
水
道
料
金
の

一
部
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
所

要
額
を
追
加
し
ま
し
た
。

町
道
の
維
持
補
修

　

町
道
樽
口
足
水
中
里
線
に
お
い

て
、
樽
口
わ
ら
び
園
付
近
の
斜
面

に
段
切
り
を
設
け
、
積
雪
時
の
安

全
確
保
を
図
る
ほ
か
、
昨
年
８
月

の
豪
雨
災
害
で
通
行
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
町
道
市
野
々
黒
沢
峠
線

及
び
郷
土
の
森
五
味
沢
線
に
つ
い

て
、
被
災
箇
所
の
復
旧
完
了
後
に

行
う
土
砂
撤
去
等
の
維
持
作
業
に

要
す
る
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

小
国
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
「
こ
ど

も
家
庭
庁
設
置
法
及
び
こ
ど
も
家

庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
厚
生

労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関

す
る
省
令
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
町
の
関
係
条
例
に
お
い

て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
お
ぐ
に
保
育
園
解
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

お
ぐ
に
保
育
園
の
解
体
工
事
に

係
る
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
３
業

者
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を
行
っ

た
結
果
、
９
１
５
０
万
円
で
株
式

会
社
髙
橋
工
務
店
に
落
札
決
定

し
、
こ
れ
に
消
費
税
等
を
加
え
た

１
億
65
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

小
国
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
、

次
の
か
た
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
津
秀
子
氏
（
緑
町
・
新
任
）　

広報おぐに　2023.10

13



　広域連合では、被保険者のみなさまに、治療等にかかった医療費について確認していただき、
健康保険事業の健全な運営を図るために「医療費のお知らせ」を発行しています。
　今年度は、令和４年11月から令和５年10月受診分が発行されます。
　このお知らせは確定申告の際に使用できますが、医療機関の請求遅れにより掲載されていない
分や令和５年11月・12月受診分については、別途「医療費控除の明細書」の記入が必要となりま
す。そのため、医療機関から交付される領収書はなくさずに保管されますようお願いします。
■対象者　山形県後期高齢者医療広域連合の被保険者
■発行時期　令和６年１月下旬
■掲載内容　令和４年11月から令和５年10月までに受診した医療機関等の名称・医療費の総額など
■注　意　 確定申告の詳細については、お住まいの地域を管轄する税務署及び各市町村の税務担

当部署にお問い合わせください。
■問合先　山形県後期高齢者医療広域連合事業課給付係（☎0237-84-7100）へ

山形県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ山形県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

　10月は「がん検診推進強化月間」です。今年度、予定されていた検診をまだ受診していない方
は、ぜひ下記の日程で受診してください。なお、11月８日の総合検診最終日は対象地区の日程で
受診できなかった方に対しての予備日となっております。
■総合検診について
　新たに申込みを希望する方は、健康福祉課までご連絡ください。
　【総合検診日程】

今年度の検診はお済みですか？？今年度の検診はお済みですか？？

月　日 受付時間 会　場 対象地区

10 12 木

７:30～９:00 健康管理センター

本町一・二・三、岩井沢一・二

10 13 金
北、旭町、兵庫舘二、小芦、あけぼの一・二、
西勤労者住宅

11 ８ 水 予備日

■レディース検診について
　希望する検診場所ごとに受診日の予約をしてください。
　【南陽検診センター】
　・受診日　11月２日㈭、11月６日㈪、11月９日㈭、11月14日㈫
　・申込先　健康福祉課（☎61-1000）へ
　【町立病院】
　・乳がん検診・子宮がん検診同日実施日　10月20日㈮、11月10日㈮、12月１日㈮、12月15日㈮
　　※乳がん検診のみ…毎週水曜日
　・申込先　町立病院（☎61-1111）へ
■問合先　健康福祉課（☎61-1000）へ

令和５年住宅・土地統計調査のお知らせ
　総務省統計局（小国町）では、10月１日現在で「令和５年住宅・土地統計調査」を実施します。
この調査は住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約340万世帯のかたがたを対象と
した大規模な調査です。調査員が伺いましたら、調査へのご協力をお願いいたします。
■調査対象地区　小国小坂町、兵庫舘、岩井沢、杉沢、新原、沼沢、叶水、大宮、宮の台、舟渡、五味沢

広報おぐに　2023.10
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　９月３日、八幡神社例大祭が開催され、神社周辺を神輿や獅子舞、馬ひきなどが練り歩きました。
お祭り会場ではカラオケ大会やPEAKキッズダンスのパーフォーマンスが行われ、多くのかたが楽しん
でいました。
　また、９月23日には諏訪神社の例大祭が開催されました。神社で神事が執り行われた後、神輿が参
拝所を巡回しました。祭りには、子どもたちも参加し、馬ひきや提灯持ち、中学生・高校生が引く神
輿が神社周辺を練り歩きました。

▲八幡神社例大祭
　お神輿の担ぎ手や提灯持ちとして高校生が参加しました。

八幡神社例大祭・諏訪神社例大祭が開催されました

 【飯豊山系砂防事務所からのお知らせ】

 防災ヘリにて、小国町の状況を上空から確認しました。

　令和４年８月３日からの大雨より１年という節目にあたり、仁科町長が同乗して管内ヘリ視

察を行いました。視察後はインタビュー形式で話を聞き、災害対応で苦労されたことやそこか

ら得た教訓、また今後国交省に期待することなどを取材しました。その様子を収めた映像は、

事務所ホームページに掲載されています。ぜひご覧ください。

■飯豊山系砂防事務所ホームページ 令和４年８月３日からの大雨特集ページはこちら→

▲80分にわたり町内を視察、砂防事業の効果とともに、今後の出水対応の必要性について
　改めて確認いただきました。

▲諏訪神社例大祭
　中学生・高校生が神輿を引き、神社周辺を練り歩きました。

広報おぐに　2023.10
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募
集

町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
４
階
）

■
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

10
月
10
日
㈫

◎
入
居
時
期　

11
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐

２
４
３
１
）
へ

お
知
ら
せ

米
沢
有
為
会

　
　

令
和
６
年
度
奨
学
生
募
集

　

置
賜
地
域
の
自
宅
外
通
学
す
る

女
子
学
生
と
地
元
で
活
躍
し
た
い

学
生
を
後
押
し
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

①
Ｉ
型
（
貸
費
）

　

女
子
向
け
住
居
費
補
助
奨
学
金

　

②
Ⅱ
型
（
減
免
）

　

地
元
若
者
定
着
奨
学
金

　

③
Ⅲ
型
（
貸
費
）

　

一
般
貸
費
奨
学
金

■
対
象
者
（
各
２
名
）

　

①
大
学
・
大
学
院
へ
の
女
子
進

学
者
で
自
宅
外
通
学
の
も
の

　

②
大
学
・
大
学
院
卒
業
後
３
年

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
か
た

を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会
お
よ
び
登
録
要
否
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約

制
に
よ
り
、
定
員
（
15
名
）
に
な

り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
26
日
㈭

　

①
10
時
～
12
時
※
消
費
税
の
仕

組
み
か
ら
知
り
た
い
か
た
向
け

　

②
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

長
井
税
務
署　

会
議
室

　

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
公
共

西
勤
労
者
住
宅
附
帯
駐
車
場

の
利
用
申
込
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
お
よ
び
登
録
要
否
相
談
会

　

冬
を
前
に
申
込
み
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
た
め
申
請
受
付
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

■
募
集
区
画　

若
干
数

■
料
金
月
額　

３
千
円
～
５
千
円

　

（
利
用
期
間
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
利
用
要
件　

町
内
の
企
業
等
に
勤

　

め
て
い
る
か
た
（
１
人
１
区
画
の
み
）

■
利
用
開
始
日　

11
月
１
日
か
ら

■
申
込
方
法　

①
ご
本
人
か
ら
役

　

場
地
域
整
備
課
に
連
絡
く
だ
さ

　

い
。
氏
名
、
勤
務
先
、
利
用
期

　

間
、
連
絡
先
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

②
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

　

後
日
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

　

※
抽
選
結
果
の
権
利
を
他
者
へ

　

譲
渡
は
で
き
ま
せ
ん
。
区
画
の

　

指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

③
結
果
連
絡
後
、
当
選
さ
れ
た

　

か
た
に
は
改
め
て
申
込
手
続
き

　

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分
～

　

17
時
15
分

■
受
付
締
切　

10
月
10
日
㈫

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課

　

建
設
管
理
室
（
☎
62
‐

２
４
３
１
）
へ

法
の
日
週
間
記
念
行
事

　
　
　
　

無
料
電
話
法
律
相
談

■
開
催
日
時

　

10
月
５
日
㈭　

10
時
～
15
時

■
相
談
方
法　

電
話
相
談

　

☎
０
２
３
‐

６
６
６
‐

３
０
５
３

　

☎
０
２
３
‐

６
２
９
‐

６
７
５
０

■
問
合
先　

山
形
県
弁
護
士
会
事
務
局

　

（
☎
０
２
３
‐

６
２
２
‐

２
２
３
４
）
へ

県
立
職
業
能
力
開
発
施
設
に
お
け

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び

学
校
祭
の
開
催
に
つ
い
て

　

産
業
技
術
短
期
大
学
校
を
は
じ

め
と
す
る
県
立
職
業
能
力
開
発
施

設
で
10
月
14
日
か
ら
22
日
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
学
校
祭

を
開
催
し
ま
す
！
詳
し
い
日
程
、

申
込
方
法
等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

県
雇
用
・
産
業
人
材
育
成

以
上
継
続
し
て
置
賜
に
居
住
、

県
内
に
就
業
見
込
み
の
も
の

　

③
大
学
・
大
学
院
進
学
者

■
応
募
締
切
日　

10
月
26
日
㈭

■
問
合
先　

米
沢
有
為
会
米
沢
支
部

　

（
☎
０
２
３
８
‐

22
‐

５
１
１
１
）
へ

　

課
（
☎
０
２
３
‐

６
３
０
‐

２
３
８
８
）
へ

　

山
形
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
か
た
を
対
象
に
、
労
働

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。（
相
談
無

料
・
秘
密
厳
守
）

■
日
時　

10
月
15
日
㈰　

10
時
～
15
時

■
場
所　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

県
内
事
業
所
の
労
働
者
、

　

事
業
主
の
か
た

■
問
合
先　

山
形
県
労
働
委
員
会
事
務

　

局
（
☎
０
２
３
‐

６
６
６
‐

７
７
８
４
）
へ

日
曜
労
働
悩
み
ご
と
相
談
会
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入札結果情報（令和５年８月21日～令和５年９月20日実施） 単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工事（事業）名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R5.8.23 令和５年度　おぐに保育園解体工事 岩井沢地内 R6.3.29 91,510,000 ㈱髙橋工務店 91,500,000

R5.9.1
令和５年度　町道長者原内川線道路擁壁設計業務
委託

小玉川地内 R6.2.29 3,090,000 ㈱ケンコン 3,000,000

R5.9.1
令和５年度　町営住宅小坂町団地上水道メーター
及び揚水ポンプ更新工事

小国小坂町地内 R5.11.30 3,731,800 山一住設㈱ 3,700,000

R5.9.1
令和５年度　町営住宅あけぼの団地Ａ棟給湯器更
新工事

あけぼの地内 R6.3.22 4,858,700 山一住設㈱ 4,670,000

R5.9.19
令和５年度　小国町公共下水道事業
小国浄化センターストックマネジメント対策（電
気設備）更新工事

増岡地内 R6.3.25 10,390,000 猪野電気工事㈱ 10,000,000

　令和５年度山形県地価調査結果が公表され

ました。小国町に関するものは右表のとおり

です。地価調査とは、各地域で基準となる土地

価格を公表し、土地を売買する際の目安等とし

ていただくものです。

所　在 当年価格 前年価格 変動率

兵庫舘一丁目６番11
（住宅地）

8,450
（円/㎡）

8,500
（円/㎡）

-0.6％

緑町三丁目９番１
（住宅地）

14,900
（円/㎡）

15,000
（円/㎡）

-0.7％

兵庫舘三丁目５番20
（工業地）

6,930
（円/㎡）

6,950
（円/㎡）

-0.3％

令和５年度地価調査結果

■
日
時

　

10
月
27
日
㈮　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
５
０
１
会
議
室

■
対
象　

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
か
た

■
定
員　

20
名
程
度

■
内
容　

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

に
興
味
が
あ
る
か
た
、
ま
た
は

　

孫
育
て
の
参
考
に
し
た
い
か
た

　

に
向
け
た
子
育
て
支
援
に
関
す

　

る
講
演
等

■
申
込
期
限　

10
月
25
日
㈬　

17
時

■
申
込
・
問
合
先　

や
ま
が
た
育

　

児
サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
（
☎
０
２

　

３
‐

６
７
３
‐

９
３
３
６
）
へ

や
ま
が
た
他
孫
育
て
講
座

専
門
家
９
士
業
に
よ
る
な
ん
で
も

相
談
会

■
開
催
日
時

　

10
月
29
日
㈰　

11
時
～
16
時

■
場
所　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

■
相
談
方
法　

面
談
相
談

■
予
約
方
法　

電
話
予
約

　

☎
０
５
０
‐

２
０
１
８
‐

６
４
５
８

■
開
催
日
時　

10
月
29
日
㈰

　

９
時
30
分
～
12
時
・
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

米
沢
市
営
体
育
館

■
内
容　

子
ど
も
向
け
郵
便
局
の
職

　

業
体
験
「
配
達
ご
っ
こ
」
、
「
窓
口

　

ご
っ
こ
」、
「
内
務
ご
っ
こ
」
な
ど

■
予
約
方
法　

10
月
16
日
㈪
10
時
か

　

ら
下
記　

二
次
元
コ
ー
ド

　

よ
り
受
付
開
始

■
問
合
先　

小
国
郵
便
局
（
☎
62

　

‐

２
４
４
９
）
へ

み
ん
な
の
郵
便
局
ｉ
ｎ
米
沢

■
予
約
受
付
期
間　

10
月
10
日
㈫

　

～
27
日
㈮　

９
時
～
16
時
30
分

■
問
合
先　

山
形
県
弁
護
士
会
事
務
局

　

（
☎
０
２
３
‐

６
２
２
‐

２
２
３
４
）
へ

休館日 毎週月曜日・祝日～新着図書～

市 川 沙 央
垣 根 涼 介
農 文 協
杉 本 昌 隆

吾 峠 呼 世 晴

◇ハンチバック
◇極楽征夷大将軍
◇小さい林業で稼ぐコツ
◇師匠はつらいよ
　藤井聡太のいる日常
◇鬼滅の刃 英語版 全23巻

の
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

長
井
税
務
署

調
査
部
門
（
☎
０
２
３
８
‐

84
‐

１
８
１
０
※
音
声
案
内
２
番
）
へ
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今月の納税
　 　10月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。

●1 0月 2 6日㈭　水道料、下

水道料、簡易水道料

●1 0月 3 1日㈫　町県民税、 

国民健康保険税、後期高齢者医

療保険料、介護保険料、住宅使

用料、保育料、児童福祉使用料

■問合先　税務課税政管理室

　　　　　（62－2403）へ

２０２３．１０

1010月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は９月18日現在でハ
ローワークへ登録された求人
のうち、小国町をおもな就業
先としている求人情報です。
既に雇用が確定している場合
もありますので、ご了承くだ
さい。求人情報の詳細につい
ては、ハローワーク長井（☎
84－8609）へ

１．各健診の日程等

　■１歳６カ月児健診

　・期　　日　10月６日㈮

　・受付時間　12：45～13：00

　・対　　象　Ｒ４年１月～４月生まれ

　■２歳児歯科健診

　・期　　日　10月18日㈬　

　・受付時間　13：00～13：15

　・対　　象　Ｒ３年１月～４月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　健康管理センター（☎61－1000）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

医療法人社団　緑愛会　
満天の家

介護職（交替制） １人 ６：45〜15：45ほか

おぐに白い森　株式会社 清掃員（小国町立病院） １人 ８：00〜16：45

ハイコー　株式会社 電気工事（見習い可） ３人 ７：45〜17：15

遠藤建設　株式会社

重機オペレーター １人

８：00〜17：00一般作業員 ２人

土木施工管理技士 １人

大河内産業　有限会社

一般作業員 ２人

８：00〜17：00解体補助作業員 ２人

一般事務員 １人

株式会社　サンコーポレーシ
ョン（パチンコラッキー７）

ホールスタッフ １人 ８：00〜17：00ほか

社会福祉法人　小国福祉会 調理員 １人 ６：15〜15：15ほか

株式会社　ニチイ学館　
山形支店

（請）医療事務（小国町） １人 ８：30〜17：00

安部工業　株式会社

現場監督員 １人

８：00〜17：00
運転手（型枠資材運搬） １人

型枠大工 １人

一般作業員（土木・建築） ２人

クアーズテックマシナリ　
株式会社

技能職 ２人 ８：20〜17：10

株式会社　高橋商会 ガソリンスタンドスタッフ １人 ８：00〜17：00ほか

株式会社　高橋工務店

土木・建築技術者 ２人

８：00〜17：00現場作業員（土木・建築作業員） ２人

ダンプトラック運転手 ３人

日本郵便　株式会社　
小国郵便局

窓口業務 １人 ８：20〜17：20

長谷川工業　株式会社　
小国工場

加工スタッフ（ＮＣ施盤） １人
８：15〜17：15

加工スタッフ（マシニング） １人

株式会社　金十商店 総合食品販売 ２人 ８：00〜13：00ほか

ＡＬＳＯＫ　
山形管財　株式会社

（請）車両管理（小国町） ２人 ５：40〜15：00ほか

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■10月の広場日程　
曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：00～11：30・13：00～16：00
場所：子育て支援センター（アスモ内）

不要

子
育
て
講
座

食育（おやつ作り）10/19㈭９：00～12：00・健康管理センター 要

ハロウィン 10/26㈭10：45～11：30・健康管理センター 要

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　

■利用時の注意点　

　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。

　・体調の悪い場合は、利用できません。

■その他　お気軽にご参加ください。

　　　　　平日はいつでも子育て相談に応じています。

■問合先　子育て支援センター

　　　　　　　（ショッピングセンターアスモ内・☎090-9015-8330）へ
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●総合センター（教育振興課） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス https://www.ogunibyoin.jp/
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編集後記

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和５年８月31日現在）

人口　男・・・3,425人 （－ ３）
　　　女・・・3,388人 （－ 19）
　　　計・・・6,813人 （－ 22）
世帯数　　　2,998世帯 （－ ７）

（ ８ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。
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相　談

【特設相談所】【特設相談所】
■日　時　10月20日㈮13：00～15：00

■場　所　ショッピングセンターアスモ

■対応者　行政相談委員　林公子氏

■その他　行政相談パネル展も同時開催します。

■申込・問合先　町民課町民生活担当へ

■日　時　■日　時　10月16日㈪　13：30～15：0010月16日㈪　13：30～15：00
■場　所　■場　所　ショッピングセンターアスモ３階多目的ホールショッピングセンターアスモ３階多目的ホール
■参加企業　■参加企業　町内企業８社程度町内企業８社程度
■対象者　■対象者　求職者（年齢制限なし。来春卒業予求職者（年齢制限なし。来春卒業予
　定の新卒者・60歳以上のかたも参加可）　定の新卒者・60歳以上のかたも参加可）
■その他　■その他　オンライン参加もできます。オンライン参加もできます。
■問合先　■問合先　ハローワーク長井ハローワーク長井（☎84－8609）

　または産業振興課（☎62　または産業振興課（☎62--2416）へ2416）へ

移住者歓迎 移住者歓迎 
白い森おぐに就職面談会2023白い森おぐに就職面談会2023

スポーツイベント10月の

■日　時　10月21日㈯　10：00～11：00

■場　所　小国町民総合体育館

■対象者　どなたでも

■参加費　500円～750円（保険料込）

■持ち物　室内シューズ、タオル、飲み物など

■申込締切　10月18日㈬
特定非営利活動法人■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

いやしの園見学会～医療・福祉・介護を知ろう～

■日　時　10月14日㈯　９:15～12:00

■場　所　小国町立病院、温身の郷、訪問看護ステーション

　　　　　（小国町立病院正面入口からご来場ください）

■内　容　一般展示＆スタンプラリー

　　　　　キッズダンス、はたらくくるま大集合、

　　　　　温身の郷見学ツアー　など

■問合先　いやしの園見学会実行委員会（☎61-1111）へ

莉
り く

久

10月16日㈪～22日㈰は「行政相談週間」
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●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416

　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター推進室

●住民窓口担当／町民生活担当／危機管理担当



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景
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㊾宮の台地区
　宮の台は昭和52年10月31日に完成した団地で、昭和50年に実施した町民に対する宅地分譲の希望

調査の結果、宅地造成されたものです。

　宅地となる前は自動車教習場があり、ここで運転の教習を受けたかたも多かったそうです。

　近年は地区内にシェアハウスができるなど、新たな動きも見られています。

広報おぐに　2023.10
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